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要 旨

本研 究では、伝統的 なジェ ンダー規 範 に固執 しない両性具有的特性 を有 する高齢者 はサ クセス フル ・

エ イジ ング を果た しつつ ある とい う仮 説 を検討 した。61歳 か ら87歳 の高齢者(男 子20名 、女子10名)に

面接形式 に よる調査 を行 った。 その結 果、男女 と も約 半数が両性性具有者 に分類 され た。両性性 具有者

における加齢 の状 況 を、健康度 、生活満足 度、 自尊感 情、経済状 態お よび家 族の状況 か らみた結果 は、

仮説 を明確 に支持 しない まで も、これ を否定す る ものではなか った。即 ち、良好 な健康状態 と経 済状態

については両性 性具有者が有意 に高 かったが、生活満足度 お よび自尊感情 については相対的 に高 い こと

が推察 される程 度であ った。 さ らに、過去の人生 につ いての 自由回想 の分析 か ら、両性性具有者 とみ ら

れる人 で、現在 適応的 な加齢 を得 ている人が何人か発見 で きた。 これ らの結 果について、生涯発達 の視

点か ら考察が なされた。

問題と目的

老年期にある人々がサクセスフル ・エイジング(SuccessfulAging)を 果たしてい く上で、ジ

ェンダーの発達がどのような影響や関わりをもっているかを検討することは、生涯発達の視点か

ら人間発達を構想する上で極めて重要なことである。老年期の人々にとって、従来のジェンダー

規範やステレオタイプに則 って形成されたジェンダー特性や意識は、サクセスフル ・エイジング

を得るのに果たして有効に働 きうるのであろうか?こ れが本研究の基本的な問いである。

ジェンダーの発達における古典的理論とその再考

人は生まれたときから男か女かの性別を付与 され、それに依拠 して、社会から要請されるさま

ざまな性にかかわる発達上の目標や課題を達成することが重要かつ望 ましい と考えられてきた。

ジェンダーの発達を論ずる種々の理論 は、ジェンダーにかかわる発達を最重要課題 とみなし、そ
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の発達にクリティカル となる重大な2つ の時期があるとした。それ らは幼児期 と思春期であった。

事実、ジェンダーの発達の姿や諸相は、他の種々の能力や特性の発達に比 して極めて早期にかつ

強固に獲得されることが各所で確認 されて きた。具体的に記述するなら、1歳 頃には、自己の性

別の知覚が、素朴な形ではあるが可能になること、2歳 頃には、性別を基準 とした初歩的な分類

がで きるようになること、6歳 頃には、性別に沿ったジェンダーに関する外面的な次元での行動

パターンや認知がほぼできあがること、さらには、思春期 とそれに続 く青年期には内面的な次元

での発達がより深 く進み、ジェンダーは、自己や人格の中核に位置つ くものとして認識 されるま

でになること、等々である。こうした諸事実から、ジェンダーの発達は人生のかなり早い段階で

達成され、完成するとみられてきた(湯 川,1983)。

以上が、従来の古典的な諸理論か ら導かれてきたジェンダーの発達機制 ・過程である。しか し、

こうした当時の既存のジェンダ0規 範やステレオタイプに依拠 したジェンダ.___の発達論は、やが

てウーマン ・リブに端を発するフェミニズムによって根底的な批判 を受け、再考を強く要請され

ることとなった(湯 川,1979;柏 木 ・高橋,1995)。 この要請に応えて、さまざまな発達心理学

の研究テーマや領域で実証を伴った検討作業が次々に展開されたが、その研究対象 とされたのは

主に児童や青少年、成人層 までであ り、老年期にまで視野が及ぶものではなかった。

老年期にまで検討の手が届かなかった理由の一つには、老年 を対象とした理論や視点、研究技

法がまだ十分 に成熟していなかったという点もあげられる。 しかしより大 きな理由は、当時のジ

ェンダー規範やステレオタイプが、性別役割分業、つまり 「男は仕事 ・女は家庭」 に代表される

ように、子育てと就労が生活の中心 となる中年期の成人 くらいまでを念頭に形作 られていたこと

にある。その根拠は、いうまでもな く、ジェンダー規範 ・ステレオタイプとそれに沿った発達論

が、女性はこどもを産み育て、男性は経済的にこれを支えることが人間の使命であ り、望ましい

あり方であるという、人間を生物学的要因あるいは生殖作用 における男女の違いに基づいて概念

化する発想 にもとついていたからである。

一方、フェミニズムからの点検作業は、時期を同じくして、ジェンダーの発達そのものを理論

的に見直す研究を産みだしていた。その中で注 目されたのが、「両性(具 有)性 」 という概念で

あった(Bem,S.L,1974,1975)。 「両1生(具 有)性 」 とは、従来男女に振 り分けられてきた諸特

性、即ち 「男性的特性」、「女性的特性」を、男女の別な く両方を併せ もち、状況に応 じてこれら

を使い こなせることが望ま しい発達 とする概念である。Bemは 、 この概念 に基づ いてBSRI

(Bem'sSex-RuleInventory;両 性性尺度)と いう尺度を開発 した。この概念と尺度は研究者の関

心を呼び、多 くの追試研究が行われた。それらの諸研究から提示された知見は、少な くとも青年、

成人世代では、「両性性」 を有 した人のほうが 自尊感情や自己概念が高 く、社会的 ・心理的適応

が良好であるというものであった(湯 川,1995)。Bemの 提唱以来、現在 に至るまでこの 「両i生

性」 の概念の妥当性 を巡って、種々の検証作業が持続的 に行われている(Katsurada,E.&

Sugihara,Y.,1999;Sugihara,Y.&Katsurada,E.,1999;2000)o

老年期におけるサクセスフル ・エイジングとジェンダーの発達

サクセスフル ・エイジングとい う用語は主に老年学で用いられてお り、適応的加齢(上 手に年
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老いて良適応を得る状況)を さしている。平易 にいえば、その人な りにうまく年をとることであ

る。その要素 としては、生存(長 生き)、健康(傷 害の除去)、 生活満足度(幸 福)な どが含 まれ

るとされ、身体的な適応 として健康度、心理的な適応 として自尊感情、不安 レベル、幸福感情、

生活満足度などがその指標 として諸研究の狙上に上 ってきた。老年学を中心に、どのような要因

がサクセスフル ・エイジングを導 くかを明 らかにすべ くさまざまな検討が精力的に積み重ねられ

てきている(Maddox,G.L,1987;下 仲ほか,1991;Baltes.P.B.,etal.,1998;高 橋 ・波多野,

1990等)。

そうした試みの中で、サクセスフル ・エイジングとジェンダーの発達 との関係 を問う研究が発

展 してきている。長寿者に女性が多いことから、長寿には 「女性性」が関与 している可能性が

推察されるが、そのことが直ちにサクセスフル ・エイジングにつながるかは未詳である(下 仲他,
山1991)

。むしろ、Sinnot,J.D.(1977,1982)の 展望にあるように、サクセスフル ・エイジングに

関係 した人格特徴は、男女を問わず、「活動的」で 「自立的」であることと、「受け身的」で 「養

育的」であるとする知見のほうが有力である(下 仲他,1991)。 これらの諸特性は、ジェンダー

の視点からみれば、前者二つは 「男性的特性」 を、後者の二つは 「女性的特性」に含まれると従

来考えられてきたものである。このことは、サクセスフル ・エイジングを得 る上で望まれる人格

特性は、「男性性」 と 「女性性」 を併せ もつこと、すなわち 「両性具有的」であることを意味 し

ている。良適応の状況のもとに加齢することとは、、ジェンダーの発達からいえば、「男性性」あ

るいは 「女性性」の どちらかに焦点化 して発達 を遂げることではな く、「男性性」 と 「女性性」

の両方 を兼ね備 え、状況に応 じてそれ らを柔軟に使いこなせることであるといえる。

先述 したように、既存の発達理論にもとつ くジェンダーの発達とは、所与の性別 に沿って、そ

れぞれの性 に付与された社会的、心理的諸特性を学習 してい くことであった。この見地を推 し進

めれば、望 ましいジェンダーの発達を達成することとサクセスフル ・エイジングを達成すること

とは相容れないこととなる。

これまでの発達理論からいえば、ジェンダ.__..の発達が一応完成する青年期 を経て、成人期 に入

った男女の多 くは職業をもち、配偶者を得て結婚 し、こどもを産み育てるという人生を送ること

が望ましいとされていた。この限 りにおいては、古典的理論で提供 されているジェンダー役割は

有効に機能するといえる。しかし、こどもが成長 し、巣立っていった後の老年期 には、 どのよう

な役割を果たせばよいのだろうか。人間の寿命が著 しく伸びた現代において、女子が子育てを終

えた後、あるいは男子が定年 を迎 えた後、人生の終焉 を迎えるまでのかな り長い時間をどのよう

に過ごしたらよいかについて、伝統的なジェンダー理論は何 も提供で きていないのである。古典

的理論は、高々成人期までしか人生の課題や目標を想定 していないか らである。従来のジェンダ

ー規範やステレオタイプに従って獲得 されたジェンダーの発達は、幸せな老年期 を保証 しないの

である。ここに、従来の 「発達理論」に立脚 したジェンダーの発達の限界 をみることができる。

ジェンダーの発達の見直しが要請される所以である。

サクセスフル ・エイジングの達成を目標 とした生涯発達の考えや理論が生まれてきた社会的背

景やそれを対象 とした心理学研究や諸知見については、既に各所で論 じられているが、人間の寿

命の伸張を歓迎 し、高齢者の存在を肯定的に捉 えようとするならば、人生の終焉までをも見通 し
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た発達観の構築が是非とも必要であることは論を待たないだろう。ジェンダーの視点は、従来の

発達理論の不都合さや限界を明らかにすることで、生涯発達の理論形成を推進する一つの有力な

ッールあるいは論拠 となりうる。このことは同時に、生涯発達の視点が、ジェンダーの発達理論

の再構成 を促すことを意味する。サクセスフル ・エイジングを達成するには、「両性具有性」 を

鍵概念としたジェンダーの発達理論の構築が是非 とも必要といえるだろう。

以上のような問題意識に立ち、本研究では、老年期の人々におけるエイジングの様相 とかれら

が獲得 してきたジェンダー特性との関係を問うことが主目的となる。具体的には、現在までの人

生で身につけてきたジェンダー特性が、従来のジェンダー規範やステレオタイプに沿ったもので

あるとみられる高齢者の人々は、老齢期にある現在の生活や自己のありように必ず しも満足 して

いないのではないか、つまり、サクセスフル ・エイジングを得ることが必ずしもで きていないの

ではないかという疑問を実証的に検討することである。

方 法

(1)調 査対象者:

男女高齢者を対象に個人面接を実施 した。選ばれた面接対象者は、東海地方に位置するA県 内

の中都市Sに ある 「人材派遣セ ンター」 に登録 してお り、本調査への協力を許諾 した高齢者30名

(男子;20名,女 子;10名)で ある。対象者の性別比が偏 っているのは、センターの紹介による

ことと、調査への許諾を条件 に募 られたことによるものである。年齢は61歳 ～87歳 の範囲で、平

均年齢は72歳(男 子;74.1歳,女 子;67.8歳)で ある。調査対象者は、セ ンターの紹介で、週3

日か ら5日 程度、草取 りや庭木の勇定、 トイレや床の清掃、駅前の駐輪場の整理といった日常的

な軽 ・中程度の作業や労働 に従事 している。ちなみに、S市 は陶磁器の生産地 として知られてお

り、市民の多 くは家族 ぐるみで中小の生産工場や販売業に従事 しているケースが多い。

(2)面 接内容:面 接内容は以下の3つ から構成 されている。

1)調 査対象者のデモグラフィック要因を問うもの

調査協力者のもつ基本的属性を以下の7点 について尋ねるもの

(1)生 年月日と年齢

(2)最 終学歴 と通算教育年数:学 歴の詳細 と通算何年学校教育を受けたか

(3)結 婚の状況:結 婚の有無 と現在の状態(死 別 ・離婚 ・別居)

(4)結 婚生活の満足度:結 婚歴のある場合、結婚生活について、他の人 と比べての満足度を問

う(自 分の方がよい ・同じ ・悪い)

(5)職 業の履歴 と状況:現 在までに就いた職業の履歴

(6)同 居の状況:同 居者の有無と同居者の人数

(7)家 族状況:同 居、別居の別なく、調査協力者の家族構成を問うもので、子 どもの有無 とそ

の人数、孫のいる場合はその人数 も尋ねた。家族のメンバーについてはその年齢 ・性別 ・続
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柄、同居か別居か も尋ねた。

(8)現 在の経済状態:現 在の家庭の経済状態を 「非常 にゆとりがある」～ 「非常 にゆとりがな

い」 までの5段 階で問うもの。プライバシーにかかわる事項なので、強制的に回答 を求める

ことは極力避けた。

(9)シ ルバー ・センターでの経歴 と仕事の内容

2)エ イジングのありようを問うもの

調査協力者が現在の生活や人生についてどのように思っているか、満足 しているかについて、

まず 「現在の健康状態」を尋ね、次いで心理的適応度 をみるために、「生活満足度尺度」、「自尊

感情尺度」の二つの尺度 を用いた。

(Sa)「 健 康 状 態1に つ い て の 質 問:以 下(イ)、(ロ)、(ハ)の3点 に つ い て 質 問 した 。

(イ)現 在 の 健 康 状 態 を 、 「とて も良 い 」(5点)か ら 「とて も悪 い 」(1点)ま で の5段 階 で

尋 ね、 次 い で 、(ロ)「 医 者 に か か っ て い る か否 か 」 を尋 ね た 。 さ ら に、(ハ)他 の 同 年代 と比 較

して 自分 の 健 康 状 態 が 「普 通 よ り良 い と思 う」(3点)か ら 「普 通 よ り悪 い と思 う」(1点)ま で

を3段 階 で尋 ね た。 健 康 状 態 の 指 標 は 、対 象 者 毎 に、(イ)に つ い て は1点 ～5点 、(ロ)に つ

い て は 「医 者 にか か っ て い な い場 合 」 に2点 を、 「か か っ て い る場 合 」 は1点 を与 え る 。(ハ)に

つ い て は1点 ～3点 を与 え て 、3つ の 合 計 点 を 出 す 。 得 点 範 囲 は3点 ～10点 に な る 。得 点 の 高 い

ほ ど、健 康 で あ る こ と を示 す 。

(Sb)生 。"Life-SatisfactionScale:BerniceとNeugarten(1960)に よ っ て

作 成 され 、杉 山(1996)が 更 年 期 の生 活 の 質 と栄 養 欠 陥状 態 の 測 定 調査 用 に改 訂 した もの を、 柴

田(2001)が 同 じ 目的 で 使 用 した もの が あ り、 そ れ をそ の ま ま利 用 した 。 「毎 日の 仕 事(家 事 を

含 む)に 満 足 して い る 」 「気 力(活 力)に 満 ち て い る」 な ど5項 目に つ い て、 満 足 の 程 度 を 「全

くそ う感 じて い な い」 か ら 「そ う感 じて い る」 の4段 階 で 評 定 す る もの。 「全 くそ う感 じて い な

い」 か ら 「そ う感 じて い る」 まで に1点 ～4点 を与 え る 。 合 計 得 点 の 範 囲 は5点 ～20点 で あ る。

5項 目 の合 計 得 点 が高 い ほ ど生 活 満足 度 が 高 い こ と を意 味 す る。

(Sc)感 」主Self-EsteemScale:Rosenberg(1965)に よ る オ リ ジ ナ ル を星 野

(1970)が 翻 訳 した もの を用 い た 。 「自分 は い くつ か 見 ど こ ろが あ る と思 う」 「自分 は ま るで だ め

だ と思 う」 な ど10項 目か らな り、 自分 の 気 持 ち に 当 て は ま る程 度 を 「思 わ な い」 か ら 「思 う」 ま

で の4段 階 の どれ か で 評 定 す る もの。 得 点 化 は、 「思 わ な い」 か ら 「思 う」 まで に1点 ～4点 を

与 え る。 逆 転 項 目 に つ い て は 、 質 問 の 意 味 に沿 っ て配 点 を逆 転 させ た。 得 点 の範 囲 は10点 ～40点

と な り、 合 計 得 点 が 高 い ほ ど 自尊 感 情が 高 い こ と を示 す 。

3)保 有 しているジェンダー特性 とジェンダー意識を問うもの

(Ja)「両性性尺度1(BSRI):調 査対象者の保有 しているジェンダー特性 をみるものである。
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心理的両性具有性 を測定するために、Bem,S.L.(1974,1975)に よって開発されたもので、「男

性的特生」、「女性的特性」、それとつなぎの項 目として加えられた 「中性的特性」各20項 目計60

項目すべてについて、自分に当てはまる程度を 「いつもそうだ」(7点)か ら 「全然そうでない」

1点)の7段 階で評定するもの。本研究では、つなぎの 「中性的特性」項 目20を除いた 「男性的

特生」および 「女性的特性」各20項 目を交互 に並べ替えたものを用いた(下 仲ら,1990,1991)。

得点化は、調査協力者一人一人につき、まず 「男性的特性」の平均得点 と 「女性的特性」の平均

得点を別々に算出する。「両性性」か否かの判定は、本研究の参照研究 ともなっている、老年者

を対象 とした下仲 ら(1990,1991)の 先行研究で使用 されている 「中央値法」に基づいた基準値

(男性性:4.20、 女性性:4.85)に 従った。すなわち、一人一人の対象者 について、算出された

「男性的特性」平均得点 と 「女性的特性」平均得点を各々基準値 と比べ、両平均得点いずれもが

基準の中央値より高い場合は 「両性性具有者」 となる。「男性的特性」平均得点は基準値 より高

いが、「女性的特性」平均得点はそれより低い場合は 「男性的特性保有者」 となる。逆に 「女性

的特性」平均得点は基準 となる中央値より高いが、「男性的特性」得点は低い場合は 「女性的特

性保有者」 とみなされる。両得点とも基準値 より低い場合は 「両貧性保有者」 と分類 される。

(Jb)「 自己の性についての自由回想1:調 査対象者のジェンダー意識 を問うもので、自己の

過去から現在 までの人生を 「男」あるいは 「女」 としてというジェンダーの次元で回想する聞き

取 り調査 を実施 した。『男(女)と してのあなたの人生はどうで したか』 という問いの下、「自発

的会話」によって自由に語ってもらう方法をとった。自発的会話を引 き出すための質問としては、

「男(女)で よかったと思いますか」「男(女)で なければよかったのにと思いますか」「こんど

生 まれ変わるとしたら、男と女のどちらに生まれたいと思いますか」の3つ を用意 した。

(3)実 施方法 ・時期:個 別面接形式によった。

個別に調査者 と協力者のみが対面で きるように、S市 の 「人材派遣センター」内の静かな個室

が用意された。調査項目は予め質問紙 に印刷 されたものを用意 していたが、調査者が質問を読み

上げ、それに対象者が口頭で回答 し、調査者が書き取るという方法を原則 とした。独力で回答可

能な者には、質問用紙をわたし、調査者の面前で必要に応 じて質疑応答をしなが ら、回答 しても

らった。多 くの調査協力者は、視力と聴力の点か ら、正確 を期 したいとして、調査者による聞き

取 りを選択 した。所要時間は各対象者につき1時 間程度であった。なお、聞き取 りの内容は、予

め用意されていた記録用紙に極力書き取ることとしたが、調査協力者の了解を得て、全会話内容

をテープに録音 した。面接内容の実施は、1)調 査協力者のデモグラフィック要因を問うもの、

2)サ クセスフル ・エイジングを問うもの(Sa)(Sb)(Sc)、 ついで3)ジ ェンダー特性 と回想

を問うもの(Ja)(Jb)の 順に行われた。調査期間は2002年11月25日 から29日の5日 間で、1日6

人ずつ行われた。

(4)面 接実施者=面 接は2人 の心理学研究者によりなされた。面接の仕方については、初回に、

1人 の面接担当者が面接を行っている場 にもう1人 の調査者が同席 し、観察するという機会を設
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けた。聞き取 りに関する両者間の調整を綿密に行い、一致度 を高めるよう工夫 した。2人 の面接

調査担当者数は約2分 の1ず つであった。

結 果

(1)結 果の整理=結 果の整理は次の手順で行われた。即ち、先述した各測定材料(Sa,Sb,Scお

よびJa,Jb)に ついて、調査対象者毎に、記録 された内容を転記し、個人票を作成 した。記録不

備の点や不明な点は記録されたテープをもとに補った。次いで、各調査対象者について、各測度

あるいは指標毎 に各々所定の整理、集計を行った。

結果の分析は、調査協力者毎に集計 されたジェンダー特性(BSRI(Ja)お よびジェンダー意

識をみる回想(Jb)と 、現在の生活や自分に満足 しているか(Sa,Sb,Sc)と の関係をみていく。

具体的には以下のように進める。1)本 対象者の全般的な特徴 と男女別にみた集団 としての特徴

を概括する。2)BSRIに よって分類 された 「両性性具有者」の割合 をみる。3)「 両性性具有者」

について、かれらの健康度、生活満足度、 自尊感情の高 さをみる。4)対 象者の中か ら、典型的

な事例をい くつか引 き出し、素描する。

1)本 対象者の全般的な特徴

本対象者はS市 の 「人材派遣セ ンター」 に登録 し、週 に3日 か ら5日 程度、日常的な軽 ・中労

働 に従事 して収入を得ている人たちである。対象者の居住 している地域は、地理的には日本の中

心部東海地方のA県 内に位置する中都市で、陶器の生産 ・販売で知られている。採土、型作 り、

デザイン、絵付け、卸、運送、販売といった陶器の製造 ・販売にかかわるさまざまな仕事の需要

があるが、製造業者のほとんどが中小企業であるため、就業者一人あたりの収入はそれほど高 く

はない。 しかし、学校教育 を終えるとすぐにで も就職で き、パー トやアルバイ トも可能なため、

共稼 ぎも多い。家族の経済的 レベルとしては、夫婦、子 どもがともに何 らかの形で就労 し、共稼

ぎをすることで一定程度の生活レベルを維持できるという特徴 をもっている。

これらのことを念頭に、表1に 示 した諸点から調査協力者の特徴 を概括 してお く。

①調査協力者の年齢:

全調査対象者の年齢は61歳 ～87歳 までで、平均年齢は72歳 である。対象者を性別で分けてみる

と、男子は61歳 から87歳で、平均年齢は74.1歳(SD=8.21)で ある。一方、女子は63歳 から74歳

で、平均年齢は67.8歳(SD=3.77)で ある。本調査では、男子の対象者数が女子の2倍 となって

いて、年齢 も男子のほうが幅広 く、より高齢の人が多い。このようなサンプルの取 り方は、先の

面接協力者の項で記述 したように、意図されたものではないが、エイジングに関する研究では、

対象者を得るとき、総 じて女子のほうに高齢者が多いという状況を鑑みれば、男子により高齢者

が多いという本調査協力者の特徴は、興味深い結果を提供で きる可能性 をもっているだろう。



表1調 査対象者の基本属性

年齢 性別 結婚状況 職業経歴 学歴状況 家族構成(同居人数) 子 ・孫(人) 経済状態 シルバ ー歴 と仕事内容

1 67 女 42 公務員、製造業 9年(中 学卒) 配偶者 、子供夫 婦(5人) 2人,2人 1

2 62 男 13 教員 16年(大 学卒) 配偶者 、子供 夫婦(8人) 3人,3人 5

3 74 女 52 NA 9年(高 等科2十 専 門学校1) 母親(2人) 1人,1人 NA (3年)、庭掃 除

4 70 男 12 製造業,サービス業 9年(中 学卒) 配偶者(2人) 3人,6人 NA

5 68 女 43 製造業 9年(中 学卒) 子供夫婦(6人) 3人,4人 NA

6 70 女 11 製造業、販売業 8年(高 等科 卒) 配偶者(2人) 2人,5人 NA 建具の修理

7 80 男 12 製造業,サービス業 8年(高 等科 卒) 配偶者(2人) 2人,5人 3 (5,6年)駐輪整理

8 72 男 12 サービス業、事務職 8年(国 民学校卒) 配偶者 、子供 夫婦(5人) 2人,3人 3 S市 のゴミ収集

9 64 女 13 製造業、事務職、農業 9.5年(中 卒 十 高 校0.5) 配偶者(2人) 2人,3人 3 草 取 り、掃 除 、セラミック

10 66 男 13 農林業、製造業、公務員 11.5年(中 学3十 高 校 夜 間2.5) 配偶者(2人) 2人,3人 4 (1年)トイレ掃除

11 64 男 12 自営業 9年(中 学卒) 配偶者 、子供(4人) 3人,2人 2 老人ホーム手伝い

12 69 女 3(独 身) 農業 、サービス業 9年(中 学卒) 1人 0 5 (4年)裁 判所清 掃

13 66 男 12 自営業 、事務職 12年(高 校卒) 配偶者(2人) 2人,5人 2 (4年)

14 61 男 12 事務職 、サービス業 、製 造業 9年(中 学卒) 配偶 者(2人) 2人,2人 4 (半年)計量手伝い

15 73 女 5(離 婚)1 事務職、サービス業 10年(旧 制女学校卒) 1人 0 3 (1年)掃 除、草取り

16 63 女 41 製造業 9年(中 学卒) 子供(3人) 2人,0 1

17 64 男 12 自営業 、サービス業、事務職 12年(高 校卒) 配偶 者、親、子供夫婦(7人) 2人4人 3 草取り、公園管理

18 64 女 11 製造業 9年(中 学卒) 配偶 者(2人) 2人1人 3 トイレ掃除

19 78 男 43 製造業 6年(小 学校卒) 配偶 者、子供夫婦(5人) 3人,5人 5 駐輪整理

20 7s 男 12 農林業 9年(中 学卒) 配偶 者(2人) 5人,12人 1

21 83 男 11 農林業 、製造業、自衛隊 10年(高 等科2十 青年学校1) 配偶 者(2人) 3人,5人 3 草取り

22 80 男 13 販売業 8年(高 等科卒) 配偶 者、子供(3人) 3人,6人 3 (4年)公 園管理、年賀状書き

23 84 男 13 製造業 13年(高 等科2十 青年3) 配偶 者、子供夫婦(7人) 3人,8人 3 掃除 、駐輪整理

24 79 男 4NA サービス業 6年(小 学校卒) 子供(3人) 2人,0 1 マンション管理 、清掃

25 81 男 13 製造業 10年(高 等科2+夜 間2) 配偶 者(2人) 7人,12人 2 駐輪整理

26 82 男 43 農業 、事務職、製造業 8年(高 等科卒) 1人 2人,5人 3 清掃、駐輪整理

27 69 男 12 自営業 、公務員、現業職 12年(高 校卒) 配偶 者、子供(4人) 3人,2人 3 駐輪整理

28 87 男 1(再 婚)2 事務職 、製造業、農業 6年(小 学校卒) 配偶 者(2人) 3人,6人 3 (12年)庭 木勇定

29 76 男 12 農業 、製造業、警備員 11年(高 等科2+青 年3) 配偶 者(2人) 3人,3人 3 (4年)庭 木勇定、草取 り

30 66 女 11 農業 、サービス業、警備 員 10.5年(高 等 科2十 青 年2.5) 配偶 者、子供(3人) 2人,2人 1 (4年)草 取り
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②現在の仕事(シ ルバー ・センターでの主な仕事):

現在登録 している 「シルバー派遣センター」での仕事の内容は、表1に 示されているように、

「掃除 ・清掃」、「駐輪場の自転車の整理」、「公園の管理」、「草取 り・庭掃除」、「庭木の勇定」が

主なものである。「老人ホームの手伝い」、「計量作業の手伝い」 といったやや特殊な業務 も含ま

れている。従事 している仕事内容に目立った男女差は見 られないが、女子に 「掃除」類 と 「草取

り」が、男子 に 「駐輪場の自転車の整理」、「公園の管理」、「庭木の勇定」がやや多い。

③学歴 ・通算教育年齢:

通算教育年数でみた学歴については、小学校卒の6年 から大学卒の16年 までかなり幅広い。平

均すると9.5年、約10年 となり、中学校以上となる。男女別 に見ても、男子は平均9.7年 、女子は

平均9.2年 と男子がやや高い程度で、さほど差はない。

④職業歴:

過去の職業歴 をみると、先述 した対象者の居住 している地域の特徴 を如実に反映 したものとな

っている。即ち、当地域は古 くから陶器の製造 ・販売で知 られた都市であ り、対象者 も何 らかの

形でそれにかかわった仕事 に従事 しているケースがほとんどである。表1の 中にみられる 「製造

業」、「販売業」はそれを表している。「製造業」、「販売業」についで、「農林業」、「事務職」、「公

務員」、「サービス業」等がみられるが、数 としてはさほど多 くはない。 目立った男女差はみ られ

ず、女子の中に職歴のない専業主婦が一人 もいないことも本調査対象者の特徴 として特記で き

る。

⑤結婚の状況:

対象者が結婚 している(い た)か 否かと、結婚 している(い た)場 合の、結婚生活の幸せ度を

3段 階で尋ねた。女子では、夫 と死別 した人が3名 、離婚 したケースが2名 、独身が1名 お り、

夫婦健在は4名 である。一一方、男子では死別が3名 、再婚 したケースが1名 のみで、あとはす

べて夫婦 とも健在である。男子に夫婦健在のケースが多い。結婚生活の状況は平均 して2点 強と

「普通」である。本対象者は自分の結婚生活 を、他の人 と比べて 「可もなし、不可もなし」 と捉

えているといえる。男女差を見ると、男子では平均 して2.3点、女子では1.7点 と、女子のほうに

やや厳 しい評価がみられるのは、女子に離婚者がいることと関連 していると思われる。

⑥家族の状況:

結婚 して子 どもをもうけている人がほとんどで、孫に恵まれているケース も目立つ。子 どもの

数は2人 から3人 が多い。現在同居 しているか どうかの状況をみると、3世 代同居をしているケ

ースが7 、配偶者と同居 しているケースが13、 子 どもとの2世 代同居が6ケ ース、そのほかは、

母親 との同居が1ケ ース となっている。一人暮 らしをしている人は3名 と少ない。本研究の対象

者は、全てが同居は してない ものの、3世 代 にわたる家族をもっている人たちがほとんどであ

る。
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⑦経済状態:

経済状態については回答を控 えたが人が4名 いた。5段 階で尋ねた本対象者の経済状態の平均

は2.8で、それほど良い とはいえない、年金で生活 している人たちも多 く見 られ、シルバー ・セ

ンターでの収入はそれほど高 くはないものの、足 しにはなっているようである。シルバー ・セン

ターでの仕事の他に、陶器製造にかかわる軽作業をアルバイ ト的にやっている人も何人かみられ

た。男女差を見ると、男子が平均2.9、 女子が平均2.4と 、男子のほうがややよいという結果にな

っている。

2)ジ ェンダー特性およびジェンダー観について

①BSRIか らみたジェンダー特性の保有度 について:

BSRIの 得点か ら分類 された4タ イプの内訳が表2に 示されている。「両性性具有者」は、男子

対象者では20名 中11名(55%)、 女子対象者では10名 中5名(50%)と なっている。「男性特性保

有者」、「女性特性保有者」については、男子対象者では、それぞれ3名(15%)と2名(10%)、

女子の対象者では2名(20%)ず つとなっている。「両貧性」の数は、男子対象者で4名(20%)、

女子対象者で1名(10%)と なっている。男女いずれの対象者においても半数余 りが 「両性性具

有者」に該当 している。本結果を、先行研究の下仲ら(1990,1991)の 結果 と比べてみる。比較

しやす くするために、下仲 らの2つ の研究と本研究における4タ イプの出現人数を同 じく表2

に示 してある。63歳 から93歳 までの男子約250名(平 均年齢72.5歳,SD=6.06)、 女子約290名

(平均年齢71.7歳,SD=6.49)を 対象にした研究(下 仲 ら,1990)、 あるいは60代 から100歳 老人

までを対象 とした研究(下 仲 ら,1991)で は、いずれの研究でも 「両性性具有者」の数は、男女

対象者 どちらにおいても25～40%弱 程度 となっている。それに比 して、本研究での割合はかなり

高い。さらに 「男性特性保有者」、「女性特性保有者」については、男子対象者では 「男性特性保

有者」が、下仲 らの前者の研究(1990)で は27%、 後者の研究(1991)で は17%余 りとなってい

る。一方、「女性特性保有者」 については、前者(1990)で は10%、 後者(1991)で は17%足 ら

ずとなっている。さらに女子対象者では、「男性特性保有者」が、前者の研究(1990)で は10%、

後者の研究(1991)で は6%足 らずとかなり少 ない。「女性特性保有者」 については、前者の研

究(1990)で は26%、 後者の研究(1991)で は40%近 くとなっている。なお、「両貧性」につい

ては、前者(1990)、 後者(1991)い ずれにおいても、また男女対象者いずれで も27%～35%の

範囲で出現 してお り、全体の1/3程 度を占めている。

下仲 らによるこの二つの結果には類似 している部分 とそうでない部分が見 られる。即ち、「両

性性具有者」と 「両貧性」が男女対象者 ともそれぞれ全体の1/3程 度 を占めている点は類似 し

ているが、「男性特性保有者」 と 「女性特性保有者」の割合が男子対象者と女子対象者で逆転 し

ている点は異なっている。これ らの結果 を本研究の結果 と比べてみると、本結果では、男女対象

者 とも 「両性性具有者」がほぼ半数 とかな り高 く、残 り半数を 「男性特性保有者」 と 「女性特性

保有者」および 「両貧性」が1/3ず つ分けあっている。また、男子対象者に 「両貧性」がやや

多 く、女子対象者に少ないことが特記で きる。
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表2BSRIに おける4タ イプの内訳0類 似研究との比較一
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② 「自由回想」からみたジェンダー意識について:

調査対象者が、自分のこれまでの生活や人生を 「男として」あるいは 「女 として」回想 した内

容を、 でよかったかど'か として但 したこと 口したことは ロかA

生まれるなら と のどちらがいいか、の3点 から整理 した。その結果を表3に 示した。

表3か ら読みとれるように、男子対象者では自分の性 を肯定している人が大多数で、必ず しも

肯定で きていない人は、回答のない(NA)1名 と 『半々』 としている2名 のみであった。一方、

女子には必ず しも肯定できていない人が6名 みられる。これまでの人生において、自分の性 を否

定 しないまでも肯定的には捉 えられていない人が女子に多 く存在するという事実は注 目すべき点

である。「今度生まれ変わるとしたら」 という問いには、男子で2名 が 『半々』と答えている他

はすべて 『男がいい』 としている。女子では 『男』 と答 えている人が1名 、『半々』が1名、『中

性』が1名 いる。他には明確 に答えていない人1名 と、『生まれるなら、美人の女に』という屈

折 した回答 を行 っている人が1名 いる。さらに回答の内容をみると、男子では、これまでの 「男
一としての人生」 を

、『思 ったことができる』、『自由にやれる』、『いろいろやれる』など積極的に

肯定している人が多い。積極的に肯定 しないまでも、『損 したことはない』『このままでいい』 と

思っている人 も多い。 しかし、女子 においては、女性であることを積極的に肯定 している人は10

名のうちの4名 しかいない。その他の人は、『今度 も女』と答えている人でも、これまでの 「女

としての人生」を積極的に肯定で きているわけではない。『男が得』、『昔は苦労 した』、『離婚時

には男がよかった』などの回想はそれを物語っている。

ついで、BSRIで 測定 したジェンダー特性のタイプと、自分の性 をどう捉えているか というジ

ェンダー観 との関連についてみる。男子で 『今度生まれ変わるとしたら半々』」 と答 えている2

名はどちらもmf型 には属 していない。一方、女子では、『男に生まれたい』とした人がmf型 に1

名いる。mf型 に分類された他の4名 のうち1名 は 『女でよい』と答えているが、あとの3名 は、

『中性に』 と答 えた1名 と、生まれ変わ りについて明確 な回答 をしていない1名 、さらに 『まあ

女』と答えつつも、『日本の男はだめ』という失望感 をもっている1名 である。ちなみに、過去

も生まれ変わ りも 『女』であることを肯定している女子について、彼女たちのジェンダー特性の

型をみると、2名 はf型、1名 はu型 である。『半々』と答えた1名 と 『今度は美人の女に』 と答え

た1名 はm型 に属 している。

以上にみたように、ジェンダー特性 と 「自己の性 に対する回想 と生まれ変わ り希望」(ジ ェン

ダー意識)と の関係 については、反対の性への生まれ変わ りの希望 をもつ者は、男子ではmf型

以外にみ られ、女子ではむしろmf型 にみられるという逆の結果となっている。

3)ジ ェンダー特性 とサクセスフル ・エイジングの関連

「両性性具有者」に分類された対象者のエイジングの姿が良好であるかどうかを、以下の3点 、

即ち、健康度、生活満足度、自尊感情 との関係からみる。性別 とジェンダーの型別に、各対象者

の得点を示 したものを表4に 掲げた。

① 「健康度」について:

本対象者は、「シルバー派遣センター」に登録 し、週に何回か、草取 り、清掃、庭木の勇定、



表3男(女)と しての人生についての回想

番号 年齢 性別 型 男(女)と しての人生 につ いての回想

1 67 女 f 女 でよい:嫁 や家 を手伝 える、昔 は苦労 したが、体 が丈夫 で、仕 事 もで きた

2 69 女 mf キ ャリア ・ウーマ ンは男 と同 じ、家事 は評価 され ない、男 とか女 とかに関心ない

3 73 女 171f まあ女:離 婚 時には男が よか った、 日本の男 はダメ

4 64 女 f 女 でよかったが、今度中性に(男 女 どの仕事 もで きる)、 女 として損 した、賃金低 い

5 66 女 111E 男:女 は損 、女 は ウジウジして イヤ、仕事バ リバ リしたい、今度 は男 、男 も女 もや りたい

6 74 女 f 女 でよかった:男 は働 かな くてはいけない、昔 はよか った、能力 があれ ば平等 を言 える

7 68 女 f 女:損 した と思 わない、今度 も女、女 としての ことはや って きた

8 64 女 m 半 々:女 だか ら出産 で きた、女だか らと言 われ る

9 70 女 m 女 は美人 でない とダメ、女でいい ことない、男が得、今度 は美人の女 に

10 63 女 u 女:苦 労 して もやは りよい

1 87 男 f まあ男で よい:毎 日の生活 に満足 、男でな くては と考 えた ことない

2 70 男 171E 男:家 事 しな くてよい、今度 も男 でいいかはプ ラス とマ イナ スが ある

3 80 男 171E 男で まあいい:損 してない、今 でよい

4 64 男 Trif 男:酒 を飲 める、酒場 にいける、女 はで きない

5 61 男 f 男:損 したことな し

6 64 男 171f どちらか と言 えば男:損 しない、自由が利 く、男 とか女 とか余 り関係ない

7 78 男 TTIf 男:や りたい ことで きる、男 と女 は性分 が違 う

8 80 男 f 男:テ キパキ した性格 なので損 な し、徴兵制 も人 間形成 に

9 84 男 171f 男:幸 せ、今度 も男、女 は心配 、立派 な男 をみつ ければ幸 せ

10 81 男 Tllf 男:長 男で 自由 に言い分通せ た

11 69 男 YTIf 男:日 本は身 性社会、気 ままで きる、今度 も男 、女 は出 しゃばってはダメ

12 76 男 m 男:思 った ことで きる、損 なし、今度 も男

13 78 男 m 半 々:女 の方 がい ろい ろやれ る、女 は人 との関係難 しい、男 は思 いきってできる

14 66 男 m 絶対男:今 の 日本文化の仕組みは男 によい、女の仕事 は限 られ る

15 79 男 f 男:損 得 な し、今 まで通 りの ことをしたい

16 66 男 f 男:損 な し、時々女 の気持ちがわか らない

17 72 男 u 男:や りたいこ とで きる、損な し、今度 も男に

18 62 男 u NA、 育 ちのなかで男女差別意識 はなかった

19 83 男 u 半 々:優 柔不断 なので、強い男 にな りたい

20 82 男 u まあ男:今 度 も男 に

蓮
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表4 性別と型からみた調査対象者の 「健康度」 ・ 「生活満足度」 ・ 「自尊 感 情 」

()得 点

No. 年齢 性別 健康度 生活満足度 自尊感情 BSRI

計 M値 F値 型(type)

1 67 女 313 7 19 24 4.65 5.1 mf

2 69 女 523 10 19 39 5.4 5.05 mf

3 73 女 513 9 15 35 4.9 4.8 mf

4 64 女 323 S 17 32 5.15 5.45 mf

5 66 女 523 10 20 22.5 5.95 5.7 mf

(mean) 8.8 18 30.5

(SD)
F

1.3 2 7.09

6 74 女 323 8 18 30.5 3.8 5.65 f

7 68 女 212 5 18 34 3.9 5.7 f

8 64 女 413 8 13.5 36 6.45 3.9 m

9 70 女 312 6 15.5 25.5 4.5 4 m

10 63 女 31'3 7 16 22 2.95 4.65 u

(mean) 6.8 16.2 29.6 、

(SD) 1.3 1.89 5.82

(mean) ・ ・ 7.8 17.1 30.1 4.77 5

(SD) 3.77 1.62 2.06 6.13 1.05 0.67

1 87 男 212 5 17 33 5.2 5.45 mf

2 70 男 313 7 12.5 34 4.45 4.9 mf

3 80 男 413 8 14 32 6.1 5.95 mf

4 64 男 31.52 5.5 12 25 4.75 4.85 mf

5 61 男 312 6 16 34 4.35 5.1 mf

6 64 男 422 8 18 30 4.4 5 mf

7 78 男 513 9 20 40 4.9 6,275 mf

8 80 男 523 10 19 32 5.2 6 mf

9 84 男 523 10 19 32 b.35 6.2 mf

10 81 男 523 10 12 34 5.2 5.8 mf

11 69 男 523 10 18 35 6 5.4 mf

(mean)
.'
・ 16.1 32.82

(SD) 1.93 3.02 3.63

12 76 男 423 9 18 29 5.95 4.8 m

13 78 男 412 7 15 36 4.6 4.4 m

14 66 男 312 6 17 40 4.7 4.2 m

15 79 男 312 6 20 27 2.85 4.85 f

16 66 男 211 4 18 27 3.45 5.15 f

17 82 男 212 5 15 24.5 4.1 4.8 u

18 72 男 312 6 13 27 3.65 3.8 u

19 62 男 523 10 20 39 4.1 4.55 u

20 83 男 313 7 14 17 3.25 4.6 u

(mean) 6.67 16.67 29.61

(SD) 1.87 2.55 7.44

(mean) 74.1 7.43 16.38 31.38 4.63 5.1

(SD) 8.21 … 2.76 574 0.9 ・i

(mean) 72 7.55 16.62 309 4.67 5.07

(SD) 7.6 1.85 2.53 5.8 0.94 0.66

(注):Mean,(SD)は 、 男 女 別 と全 体 につ いて 算 出 され て い る 。
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公園やマンションの管理人、建具の修理、市役所や駅の駐輪場での自転車整理など、軽 ・中程度

の作業や労働に従事 している人たちである。従 って、病院通いをしている者は全体の約2/3と

かなり多いが、重大な健康上の トラブルをもっているケースは少ないとみられる。表4に 見られ

るように、健康度 をみる本指標では、得点は3点 から10点 までの範囲で測 られるが、最高の10点

の人が7名 お り、最 も低い場合で も4点 が1人 いる程度である。理論的平均は6.5点 となるが、

本対象者の平均は男子で7.4点、女子で7.8点、全体で7.5点強 とやや高 くなっている。身体的な健

康さは、サクセスフル ・エイジングの基本的要件の一つ とされているが、本対象者は健康状態の

点では、特に問題があるとはみなせない人たちといえるだろう。このような傾向の中で、「両性

性具有者」に分類 された人たちが、それ以外 に分類された人たち(男 性的特性を多 くもっている

m型 、女性的特性 を多 くもっているf型、両方 とも保有 していない両貧性 とされるu型)よ りも健

康度が高いかを見るための手だてとして、グループの人数はかな り少ないが、性別(sex)と ジ

ェンダー特性保有の型(type)を 要因 とした分散分析を試みたところ、型(type)の 有意な主効

果がみ られた(F(1,26)=6.255,P<0.5)。 つまり、「両1生性具有者」のほうが健康度において高

いという結果である。このことは、即ち、「男性的特性」 と 「女性的特性」をあわせもつ人たち

のほうが、より健康であるということを意味 している。

② 「生活満足度」について:

「あなたは毎 日の仕事 に満足 していますか」、「生 きることはお もしろ く毎 日が新鮮ですか」、

「生 きることは価値があると思いますか」、など5項 目か ら、対象者の生活や人生に対する満足度

を尋ねた結果、同 じく表4に 示 したようになった。満足度は5点 から20点 の範囲で測 られるが、
i

本対象者のほとんどが理論的平均値である12.5点 より高 く、平均点以下のケースは3名 のみで、

それも12点 と僅かに低いのみであった。なお、満足度については、女子の対象者のほうが17.1点

と、男子対象者の16.4点 よりも若干高い傾向にあった。本対象者たちのこのような特徴を念頭に

おいて、「両性性具有者」に分類 された人たちが、それ以外に分類された人たちよりも生活や人

生への満足度が高いかをみるために、先の 「健康度」と同様 に、分散分析による検定を試みたが、

「両性性具有者」のほうが、それ以外に分類 された人たちよりも僅かに平均が高い程度で、有意

な検定結果は示 されなかった。生活満足度については、「両性性具有者」が特に高いわけではな

いという結果であった。ちなみに、女子対象者では、「両性性具有者」グループのほうが、それ

以外の人たちより平均点が若干高 くなっているのに対 して、男子の対象者ではむしろ 「両性性具
「

有者」の平均が、それ以外のグループの平均よりも僅かだが、低いことが特記できる。本研究で

は、両性性具有者であることと、「生活満足度」か らみたサクセスフル ・エイジングとの間には

直接的な連関はないといえるだろう。

③ 「自尊感情」 について:

調査対象者が自分 をどうみているか、自分 を高 く評価で きているか、という自尊感情 を尋ねた。

自尊感情得点の範囲は10点 ～40点 で、理論的平均値は25点 である。結果は以下のようであった。

まず、本研究の対象者全体の平均はほぼ31点 で、理論的平均値 より高 くなっている。男女子対
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象者 とも高いが(男 子の平均:31.4点 、女子の平均:30.1点)、 男子のほうが僅かだが高い。次い

で、「両性性具有者」のほうが、それ以外 に分類 された人たち(m型 、f型、u型)よ りも自尊感

情が高いかについて分散分析を試みた。その結果、有意な差は得 られなかったものの、「両性性

具有者」のほうが、それ以外に分類 された人たちよりも僅かではあるが、平均が高 くなっている。

この傾向は男女いずれの対象者でも指摘できた。

以上、「男性的特性」 と 「女性的特性」をあわせ もつ人、即 ち 「両性性具有者」である人は、

そうでない人よりもうまく年を重ねている、つまり、サクセスフル ・エイジングを果たしつつあ

るという予想 を、① 「健康度」、② 「生活満足度」、③ 「自尊感情」の3点 か ら検討 した。結果は

顕著ではないものの、予想を否定する方向にはなかった。つまり、「両性性具有者」である人は、

そうでない人よりも自分の生活や自己に対する評価が高いという傾向を窺うことはある程度可能

であった。なお、健康であることがサクセスフル ・エイジングに関与 しているという点について

は支持 された。

ちなみに、本研究は対象 となった老年期の人たちの人数が極めて少なく、統計処理 に付すにふ

さわしいデータではない。本研究の目的は、多数の対象者による数量的検討を第一に目指 したも

のではなく、むしろ、老年期にいる人、一人一人の考えや意識 を直接に聞くことにあった。つま

り、老人 自身の生の声(voice)を 聞 くことによって、サクセスフル ・エイジングを果たしつつ

あるとみられる人々を発見すること、そ して、その人たちのもつジェンダーに対する考え方や現

実の生き様を映 し出す ことを通して、サクセスフル ・エイジングのありようとそのプロセスを確

かめることが狙いであった。この意味では、本研究はある程度の成果を上げ得たのではないか と

考える。つまり、本調査への協力を得た対象者の中に、本研究の予想を裏付けるケースをい くつ

か発見で きたのである。次 に、本対象者の中から、その人のもつジェンダー特性およびジェンダ

ー意識 とエイジングのありようが密接に関連 しているとみられる事例をいくつか紹介する。

4)事 例紹介

以下に、既存のジェンダー規範やステレオタイプに固執 してお らず、サクセスフル ・エイジン

グを果たしつつあると見 られるケース と、従来のジェンダー意識を強 くもっていて、エイジング

がうまく進んでいないと見 られるケース男女1名 ずつを選び、かれらの姿を素描する。なお、紹

介するケースについては、仮名を用い、重大なプライバシーにかかわる事柄は、筆者の判断で多

少の修正を加えたことを断っておきたい。

① 列AM.K:

M.Kは 、ジェンダー特性の分類で 「両性性」の㎡ 型に分けられた女性である。現在、一人暮

らしをしている。昭和8年 の生 まれで、年齢 は、調査時点の2002年11月 末で69歳 である。中学を

卒業後、しばらく実家の農業を手伝いながら、稽古事 をしたりして、就職への意欲はほとんどな

かった。結婚の意志はあったが、結婚条件(丈 夫で清潔な人)に ついて妥協せず、結果 として現

在まで独身をとうしている。現在結婚への関心は薄らいでいる。23歳 で、東京に出て、病院の給
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食係 として勤務 しなが ら、調理師の免許を取得 した。15年 ほど病院に勤務 し、その後、銀行の独

身寮の賄い係 として65歳 で定年を迎えるまで勤続 した。その間、当銀行の東京近郊の数カ所の独

身寮 に転 ・配属された。定年後は、S市 に戻 り、「シルバー派遣センター」に登録 して、週1～2

回、裁判所の清掃の作業に従事 している。健康状態はこれまで極めて良好で、活動するのが好 き

である。現在 も働 くためではなくても、外へ出るのが好 きで、全然億劫ではない。健康には自信

があり、現在、臓器提供の ドナー登録を希望 しているほどである。家族構成 は、両親と弟の4人

家族だったが、両親の面倒 は弟が引 き受け、本人に介護の経験はない。老いた姿やそれを介護す

ることに対する嫌悪感がややあ り、自分が病気になったら、薬をもらってポックリ死にたいと思

っている。長年の就労によって、経済状態は極めて良好で、非常にゆとりがあると答えている。

M.Kの 生育歴 と現在の生活状況は以上のようであるが、このような背景を念頭 において、彼

女が身につけてきたとみられるジェンダー特性 と意識 をみる。これまでの経歴の中で彼女自身は

「男性的特性」 と 「女性的特性」を、働 く女性に必要なもの として身につけてきた と思われる。

そ して、彼女の 「生活満足度」 と 「自尊感情」は、前者が19点 、後者が39点 と、いずれの尺度に

おいても満点に近い値を示 している。事実、彼女は、質問に対する評定をしなが ら、『今で十分。

充実 している』『今のままでよい』 と補足説明を加えているほどである。

以上に見 られるように、「男性的特性」 と 「女性的特性」 をほぼ同 じ高 さで備えた 「両性性」

保有者であるM.Kは 、今の生活や境遇に十分満足 しており、サクセスフル ・エイジングを得て

いるといってよいだろう。ジェンダーにとらわれない生 き方が、サクセスフル ・エイジングをう

んでいる好例であろう。 ＼

彼女は、これまでの人生を生きる中で、旧来のジェンダー規範や価値観 に固執せず、人生の流

れに沿って 「男性的特性」、「女性的特性」にかかわ りなく、それらを必要なものとして、ことさ

ら意識することなく身につけてきたのだと考えられる。しか し、彼女は、ウーマン ・リブの見地

から最も 「両性性」を保有 している理想の女性モデルとされる、いわゆる 「キャリア ・ウーマン」

的な華やかさは持ち合わせていない。職場や寮で、働 く人たちの食を賄 うという、いわば、目立

たない裏方の役割を担ってきた彼女の就労経験がそうさせていると推察される。自由回想での語

りはそれを物語っている。これまでの人生を振 り返って、彼女は 『女でよかった』と述べている

が、その理由は、『男だった ら、 もっとがんばらなくてはいけない。女だから極楽 トンボでもよ

かった。これまで仕事をや りたいと特に思ったことはないが、流れに沿ってやってきただけ。与

えられた仕事は一生懸命やってきた。』『キャリア ・ウーマンは男 と同 じで、外に出たいだけだと

思 う。』『家事は評価 されない。』『今、男 とか女とかに関心はない。』『女が出しゃばると、女のせ

いで男は弱 くなる。』等の発言は、現実に、本人自身は確かに男女両方の特性を身につけてはい

ても、意識の上では、まだ従来のジェンダー規範を肯定 している部分があることを物語ってお り、

彼女の他者に対する厳 しい眼が特に同性に向けられているのが注 目される。

② 事 例B(0.K):

事 例0.Kは 、 ジ ェ ン ダ ー 型 の 分 類 で 「両 性 性 」 のmf型 に分 け られ た 男 性 で あ る 。 大 正13年

の 生 まれ で 、調査 時 点 の2002年11月 末 で78歳 で あ る 。配偶 者 と は6年 前 に死 別 して お り、そ の 後 、
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3人 いる子 どもの内の次男夫婦 と孫2人 と同居 し、現在に至 っている。中学 を卒業後、ずっと陶

器の絵付けの仕事 を職 としてきた。現在、シルバー ・センターの紹介で、駐輪場の自転車の整理

を主に行っている。また、地区の 「お宮 さん」の檀家の総代 も務めている。配偶者 との結婚生活

は 「普通の人より良かった」と回想 してお り、経済的にも非常にゆとりがあると答えている。配

偶者 との死別以外、比較的平穏 な人生を送 ってきたと推察される。健康に特に留意 していて、1

日午前 と午後 に2時 間程歩 き、食欲 もある。健康状態 を尋ねる質問では10点 をとっている。サク

セスフル ・エイジングの基本的要件 とされる 「健康さ」 と 「経済的余裕」を満たしているケース

である。「生活満足度」 と 「自尊感情」については、前者では20点 、後者では40点 とどちらで も

最高点をとっている。0.Kは サクセスフル ・エイジングを示すいずれの指標で も、最高点をと

ってお り、うまく年を重ねているケースと見なすことができる。このことは、質問の回答時に、

『丈夫でいること。友人と会話すると気分 も違う』『皆 に尽 くしてきた。今の自分を尊敬で きてい

る』等の自発的な補足説明でも裏打ちされている。

ジェンダー特性のタイプでmf型 に属する彼のジェンダーに対する価値観や意識を 「自由回想」

から拾ってみると、『男でよかった。女性に比べてや りたいことができてよかった。やっぱり男

がいい』 と語ってお り、男性としての意識が強いといえる。彼の 「両性性」の保有の程度 を見る

と、「男性的特性」度より 「女性的特性」度のほうが高 く、性格的には、「女性的な要素」が強い

ことが読みとれる。0.Kは 、過去の人生 において伝統的なジェンダー規範 を変化させるような

顕著な経験 をもっていない。「絵付け」 という、いわば とりわけ男性的な能力を必要 としない、

男女の能力差が顕著ではない職業をこつこつと地道に歩んできたというこれまでの人生が 「両性

性」につながったと推察されるケース といえるだろう。

③事例C(H.S):

事例H.Sは 、ジェンダー型の分類で 「男性的特性」のm型 に属する女性である。昭和7年 の

生まれで、調査時点の2002年11月 末で70歳 である。配偶者と現在二人で暮 らしている。尋常小学

校6年 、高等小学校2年 を出て、まず農業の手伝いをした。ついで、20歳 のときに、陶器関係の

仕事に半分内職の形でパー トに出、15年 くらい働いた。その後、40歳 過ぎに電気のスイッチ製造

の会社に9年 勤めたが、体 をこわ して家事 に専念することとなった。「シルバ.___・センター」 に

登録 して10年 くらいになるが、依頼された家庭の 「建具の修理」を主にやっている。配偶者は現

在70歳 で、 これまでずっと陶器関係の仕事 をしてきたが、今は辞めている。最近ボケが出始めて

いるが、賭け事が好 きで、仕事 もしないではまりこんでいる。生活費は配偶者と2人 の年金で賄

っているが、配偶者はお金があれば、賭け事 に出かけるという日々を送っている。経済状態につ

いての質問には、明確 に答えてはいないが、楽ではないと推察される。子 どもは娘が2人 いて、

孫 も5人 おり、近 くに住んでいる。義父はとうに戦死 した。義母は今93歳 だが、6年 前 に寝た き

りにな り、現在 も 「特別養護老人ホーム」で療養中である。義母は結構元気で、食欲 もある。義

母の介護はH.Sが 毎日病院へ通う形で、全て引き受けているが、親戚か らは、病院に入れてい

ることを暗に非難されている。H.Sの 健康状態は、本人は 「普通」 と答えているが、医者通い

をしてお り、健康度得点は6点 で、本対象者全体の、あるいは男女別の平均点の7.5点に比べて、
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決 して良いとはいえない。かつて、体 をこわ したことが影響 しているようである。「生活満足度」

と 「自尊感情」については、前者では15.5点、後者では25.5点 とどちらも高といはいえない。特

に 「自尊感情」 については、全平均、男女別の平均 ともに30点 前後と本対象者の得点がかなり高

いのに比 して、彼女の低 さはやや目立つ。

以上のような点から見て、H.Sの エイジングの姿はあまり良好とは思われない。その原因は、

彼女を取 り巻 く環境、とりわけ配偶者 との関係 にあることが、「自由回想」での彼女の語 りに顕

著に読み とれる。彼女によれば、配偶者は 『悪い人ではないが、世間知らずで、気がつかず、自

分中心で、これまで、経済的なことも、家庭のことも全て自分が背負 ってきた』という。『結婚

生活は幸せではなかった』『女でいいことはなかった』『男 は得だと思った』『いい夫に巡 りあい

たい』『今度は幸せに生まれたい』『今度生まれ変わるとしたら、美人の女がいい。女は美人でな

いと』といった、配偶者への不満や自己の境遇 に対する不満が細かに語 られている。

H.Sは 、ジェンダー特性ではm型 に属する。このことは、配偶者はいるものの、これまで実

質的に家庭 を支えていたのは彼女であ り、仕事 と家事の両立を懸命に果たしたきた結果、身につ

けてきたものと推察される。 しかし、それは彼女が望んでいたことではなく、不本意であったこ

とは明白である。彼女は、伝統的なジェンダー規範やステレオタイプを強 く肯定 してお り、その

ような人生 を望みながら、果たせず、今 日に至っている。 これらが、サクセスフル ・エイジング

を阻害 している一・因となっていることは否定できないであろう。「健康状態」および 「経済状態」

もマイナス要因として、これらの要因に密接に関連 していると考えられる。現実には、男性的な

特性を身につけながら、意識の上では、伝統的なジェンダー ・ステレオタイプに固執 している。

既存のジェンダー規範 に沿った発達理論が もつ不都合さ、問題点をこのケースに具体的にみるこ

とができる。

④裏例D(R.0):

事例R.0は 、ジェンダー型の分類で 「両貧性」のU型 に分けられた男性である。大正8年 の

生 まれで、調査時点の2002年11月 末で83歳 である。配偶者は健在で、現在二人で暮 らしている。

尋常小学校6年 、高等小学校2年 と青年学校の夜間に1年 通ってお り、教育年数は通算で10年

である。職歴 としては、学校を出て、まず、家業である農業に従事 していたが、昭和11年 から終

戦の昭和20年 まで応召で軍隊にいた。終戦後、 しばらく農業をやっていたが、昭和25年 から44年

まで自衛隊に入った。その後、印刷関係の民間会社に就職 し、昭和54年 に退職するまで勤めた。

それからは、病院に配偶者と一緒に勤め、平成4年 までいた。「シルバー ・センター」へは平成

4年 からで、主に 「草取 り」をしている。配偶者 とは終戦直後の昭和20年 に結婚 し、子供は3人 、

孫も5人 いるが、いずれ も別居 している。「経済的余裕」につていては、「普通」 と答えている。

健康状態については、本人は 「普通よりよい」 と認知しているが、医者にかかっていて、得点 も

7点 と全体の平均 よりやや低い。「生活満足度」 と 「自尊感情」については、前者では14点 、後

者では17点 とどちらも高 くない。特 に 「自尊感情」の低 さが目立つ。このことは、「生活満足度」

への回答時に、「生 きることは価値がありますか」 という質問に、『生 きる価値は、私のようにな

いと思 う』と補足 して答えたり、「自尊感情」について、「私は、普通の人 と同じくらいには物事
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がで きると思いますか」、「自分はいろいろなことをうまくやれると思いますか」などの質問に、

『すべてにあまり思わない』 と答え、「あなたは、もう少し自分を尊敬できたらと思いますか」に

は、『それ以上にならな くてよい』と答えていることなどによく現れている。

ジェンダー特性のタイプでU型 に属する彼の価値観や意識を 「自由回想」か らみると、『男で

よかったかどうかは、半々。 自分は優柔不断なので、強い男になりたい。』と、『男になること』

を望んでいる。

R.0は 、本調査対象者の中では、高齢の部類 に入るが、種々の測度からみて、適応的加齢 を

果たしているとはいいがたい。これまでの人生の中に、特にサクセスフル ・エイジングを阻害す

るような要因は見出せないが、「両貧性」 という型が示 しているように、性格的なものが作用 し

ていることが推察される。本調査の実施においても、耳がやや遠いことも影響 していると思われ

るが、かなりの時間を費やしていて、回答時の様子から、全般的な印象 としては、活気がないと

いう感じを受けるタイプである。

まとめと考察

老年期にいる人々がサクセスフル ・エイジングを果た してい く上で、ジェンダーの発達が どの

ような影響や関わりをもっているかを検討すること、即 ち、従来のジェンダー規範やステレオタ

イプに則って形成 されたジェンダー特性やジェンダー意識は、サクセスフル ・エイジングを得る

のに果たして有効 に働 きうるのであろうか、という疑問を実証的に検討することが本研究の目的

であった。具体的には、現在までの人生で身につけてきたジェンダー特性や意識が、従来のジェ

ンダー規範やステレオタイプに沿ったものである人の場合には、現在の生活や自己のありように

必ずしも満足 していないのではないか、言い換えると、伝統的なジェンダー規範に固執せず、柔

軟な意識や特性を身につけてきた人は、現在の生活に満足 してお り、自己の評価 も高いのではな

いか、という予想を確かめることであった。このような目的に従 って、本研究では、61歳 から87

歳の老年期にある人々30名 に、面接形式による聞き取 り調査 を行 った。現在までに身につけてき

たとみられるジェンダー特性や意識をみるために、Bem,S.L.(1974,1975)に よって開発された

BSRIの 日本版を用いた。これに、これまでの人生を、「男(女)と してどうであったか」という

点から振 り返る自由回想からジェンダー意識をみる聞き取 り調査がなされた。現在のエイジング

のあ りようをみるためには、「健康度」、「生活満足度」、「自尊感情」の3つ の尺度に加えて、「経

済状態」および 「家族の状況」が調査 された。

その結果、調査協力者全体の約半数が 「両性性具有者」であるmf型 に分類 された。男子ある

いは女子いずれの対象者においてもほぼ半数がmf型 に属 しているという結果であった。次いで、

過去の人生 をジェンダーの次元から自由に回想 してもらった結果は、男子の対象者では、自己の

性に対する肯定的評価が大勢を占めていた。女子の対象者では、自己の性を肯定する者 と、そう

でない者にほぼ二分された。女子の中に、今度生まれ変わりたい性 として、現在 と反対の性 を望

む者、どちらの性を選ぶかは半々という者、中性を選ぶ者がみられたことは注目すべ き点であっ

た。
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本対象者におけるジェンダー特性 と、現在の生活や自己の健康 についての満足度、自分 をどの

ように評価 しているか という自尊感情の程度 との関係 を分析 した ところ、健康度については、

mf型 に属する人たちは、それ以外の人たち(男 性的特性 を多 くもっているm型 、女性的特性 を多

くもっているf型、両方 とも保有 していない両貧性 とされるu型)よ りも、健康度が高かった。し

か し、「生活満足度」および 「自尊感情」 についてはmf型 のほうが得点は僅かには高い ものの、

差があるとはいえなかった。このことは、「男性特性」「女性特性」を兼ね備 えている人が、サク

セスフル ・エイジングを得ているという予想 を明確 に支持するものではないことを意味 してい

る。

このような結果 を念頭 に、本研究の最終的な目的であるケース ・ス タデ ィを行 ったところ、

mf型 に属する人たちのなかに、本研究で立てられた予想 に合致 している人を少数ではあるが発

見できた。即ち、「両性性」を身につけているとみ られる人で、現在の生活に対する満足感や自

己評価が高 く、現在の自分に満足 している人たちが確かに存在 していたのである。だが、伝統的

なジェンダー規範に従って、自己の性に焦点化 したジェンダー特性を保有 している人が、サクセ

スフル ・エイジングに失敗 しているという顕著な事例は発見できなかった。むしろ、 どちらの性

の特性 ももっていない 「両貧性」の人たちが、概 して、現在の自分や生活に満足感をもっていな

いという傾向が窺われた。

以上が、本研究から得 られた結果の概要である。提示された結果の内で興味深い点が二つ見 ら

れた。一つは、男女 とも本対象者にmf型 が多かったことである。今ひとつは、女子では、自己

の性を変えたいと思っている女子はmf型 にみられるが、男子では、むしろmf型 以外にみられる

という点である。まず、第一の点についてであるが、特 に女子の結果については、本調査の対象

者が居住 している地域の特質からの説明が一つ可能であろう。即ち、当地区は、中小企業が大多

数ではあるが、陶器の生産地 として有名な地域であり、住民の多 くは、家族 ぐるみで陶器関係の

仕事に就いているケースが多かった。つまり、家族皆が働いて一定の生活水準を維持できるとい

う土地柄である。そのような地域では、夫婦共働 きは普通のことであろう。女性が働 く中で、ご

く自然にmf型 を身につけるような条件が備わっていると考 えられる。実際、本対象者の女子で、

現在に至るまで無収入の専業主婦 というケースは一人もいなかった。女子の対象者にmf型 が多

い理由の一つはここにあると思われる。一方、男子の対象者 にmf型 が多いことは、上記の理由

のみでは説明がつ きに くい。本研究の男子対象者に比較的高齢者が多かったことか ら、男子に

mf型 が多い理由として、本研究で期待 しているような、サクセスフル ・エイジングとの何 らか

の関連を推察 してもよいか もしれない。今後の検討が要請される。

次いで、二つめの結果については、これまでのジェンダーに関するさまざまな研究結果で提示

されている知見から説明できると思われる。すなわち、伝統的なジェンダー規範にもとついて形

作 られている 「男性的特性」あるいは 「女性的特性」を自己の性別に沿って身につけることにつ

いて、男子はほぼ肯定的で、受容的であるが、女子においては一概 に肯定されず、否定的にとら

えられる傾向が強いという知見からである。ジェンダー規範やステレオタイプが、男子(男 性社

会)を 中心にできあがっていて、女子には不利であることを明白にしたのが、ウーマン ・リブ、

さらにはフェミニズムであ り、これを男女差別 として、その撤廃 を要求 していることは、既 によ
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く知 られていることである。女子は、自身の性に期待 されている特性や役割 よりも、む しろ男性

に期待 されている役割や特性を望んでいて、それが高学歴や社会進出、就労化 という行動につな

がっているのも周知のことである。本研究の女子対象者は、そのほとんどが就労経験をもち、現

在 も 「シルバー ・センター」で仕事をしている人たちである。本調査の 「自由回想」で出されて

いて、女子にだけ見られた 『女は損』という声は、自己の性に対するマイナス評価を意味 したも

のであ り、男子には見られない反応であったことも、このことを裏付けるものであろう。

最後に、本研究結果は、多 くの老人を対象 とした大規模な調査研究から導かれた ものではない。

しか し、少人数であっても、かれらの生の現実の姿、つまり、筆者の質問に対 して発する回答や

言葉、さらには質問から連想 し、意識化された自己への回想 を通して得られたのが本資料である。

その意味で、本研究によって得 られた成果は貴重なものといえるだろう。.

付記1:長 時 間にわたる、 しか もプライバシー にかか わる ような質問が多 く含 まれてい た調査 に快 く協 力い

ただいた本調査協力者 の方々に厚 く謝意 を表 し、 ここに謝辞 を述べ る ものである。

付記2:本 研究 は平成12～14年 度科学研 究費補助金(基 盤研 究C)(課 題番号:12610152)の 助成 を受 けてな

された研究報告 の一部であ る。
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Appendix BemSex-RoleInventory

自分 の意見 を通す

独立 してい る

自己主張 が強 い

強 い

押 しが強 い

人 を指導す る力 がある
一か八 かや ってみる

支配的で ある

はっきり した立場 をとろ うとする

非常に積極的で ある

自立 してい る

力強い

分析 力が ある

す ぐに決め られ る

人 に頼 らない

個人主義 的な

男 らしい

胱争力 のある

野心の ある

いつ も人の先頭 に立つ

女性 的項 目

愛情深 い

思 いや りがあ る

人の気持 ちを くみ とれ る

相手の気持 ちがよ くわか る

情 け深い

いたわ りの気持 ちがある

4>カミ暖力》し、

や さしい

子供 好 き

おだやかな

人 の言 いな りに なる

朗 らか

内気 な

おだてにの りやすい

中実 な

舌し方 が柔 らかい

だま され やすい

無邪気 な

きつい言葉 は使 わない

女 っぽい

Summary

Therelationshipbetweenpsychologicalandrogynyand,successfulaginginoldadultswasinvestigat-

ed.Twentymalesand10femalesagedfromsixty-onetoeighty-sevenwereinterviwedtorespondto

threetypesofquestionnaires.Firsttypeofquestionnairewasconsistedofthreescales,i.e.,Health,

Life-Satisfaction,andSelf-Esteem.SecondtypewasconsistedofBem'sSex-RoleInventory(BSRI) .

Finaly,theywereaskedtorecallfreelytheirownpastlifeasamaleorafemale.Theresultswereas

follows;(1)Abouthalfthenumberofmalesandfemaleswereclassifiedintoandrogynoustype,i.e.,
"Type -MF" .(2)TheandrogynousoldadultsshowedsignificantlyhigherscoreonHealthscalethan

theotherthreetypesofgendertrait(Type-M,Type-F,Type-U).(3)But,theydidnothavehigher

scoreonLife-SatisfactionandSelf-Esteemscales.Aboveall,theseresultsdidnotshowclearlythepre-

dictedrelationship.But,casestudiesbasedonfreerecalloftheirpastlifesuggestedthatanumberof

androgynouspersonswereintheprocessofsuccessfulaging.Theseresultswerediscussedfromthe

viewpointoflife-spandevelopment.


